
史料探求　「花燃ゆ」のヒロイン　杉 文　　
ズームアップ　漫画家　桐木憲一（東京都）
人と街とを繋ぐ宿　萩ゲストハウスruco（萩市）
元気な企業探訪　ミヨシノ醤油　三好孝史（萩市）
夢追人　萩焼作家　止原理美（萩市）
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　明倫小学校校舎は、昭和 10 年に旧萩藩校明倫館跡地に建築
された大規模な木造建築物で、国道 191 号に面した本館棟は、
国の登録有形文化財に指定されています。建築から 78 年が経
過したことにより老朽化が進み、今年 4 月に隣接する旧萩商
業高等学校跡へ移転します。
　昭和初期の木造校舎 4 棟が、建築時の姿をとどめ現存する
ことは全国的にも稀有であり、映画（「ほたるの星」など）や
テレビ（「はじまりの歌」など）のロケ地としても度々活用さ
れました（３ページ）。３月 20 日に最後の卒業生を送り出し、
明治維新 150 年に向け観光の拠点等として保存活用されます。第116号 ２０１4年３月

発行：萩ネットワーク協会
〒758-8555  山口県萩市大字江向 510  萩市役所広報課内
TEL 0838・25・3178　FAX 0838・26・5458
萩市ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/

主 な 内 容

写真／マキタオモリツグ

最後の桜
明倫小学校 本館棟



22014年3月（第116号）

塾
四
天
王
の
一
人
、
吉
田
稔
麿
は
新
撰

組
の
襲
撃
に
よ
り
重
傷
を
負
い
、
長
州

藩
邸
の
門
外
で
自
刃
。

　

会
津
・
薩
摩
藩
の
兵
と
京
都
御
所
の

蛤は
ま
ぐ
り
ご
も
ん

御
門
で
会
戦
し
て
敗
れ
、
四
天
王

の
二
人
、久
坂
玄
瑞
や
入
江
九
一
な
ど
、

長
州
藩
士
約
２
６
０
人
が
戦
死
。

害
。

　

11
月
12
日
に
、
竹
内
正
兵
衛
、
中
村

九
郎
、
佐
久
間
佐
兵
衛
、
宍
戸
左
馬
之

助
が
、
つ
い
で
12
月
19
日
に
前
田
孫
右

衛
門
、
毛
利
登
人
、
山
田
亦
介
、
渡
辺

蔵
太
、
楢
崎
弥
八
郎
、
松
島
剛
蔵
の
計

11
人
が
野
山
獄
で
処
刑
。

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
）の
明
治
維

新
１
５
０
年
に
向
け
、
幕
末
・
維
新

期
の
萩
ゆ
か
り
の
人
物
や
歴
史
を
学

ぶ
、「
第
１
回
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」

が
２
月
23
日
に
行
わ
れ
、
４
１
０
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
３
５
３
人
が

受
検
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
当
初
予
定
の
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら

ん
ど
萩
に
加
え
、
萩
市
民
館
と
萩
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
行
い
、
志

士
や
奇
兵
隊
士
に
扮
し
た
受
検
者
も

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
特
典
の
松
下
村
塾
内
で
の

特
別
講
義
や
萩
博
物
館
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
に
は
希
望
者
全
員
の

１
７
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
６
４

（
元
治
元
）
年
、
前
年
の
「
八
月
十
八

日
の
政
変
」
で
禁
門
警
護
の
任
を
解
か

れ
京
を
追
わ
れ
た
萩
藩
は
、
尊
王
攘
夷

の
志
の
も
と
威
信
回
復
を
目
指
し
上
洛

し
た
も
の
の
「
禁
門
の
変
」
に
破
れ
、

朝
敵
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
ま
す
。

　

下
関
戦
争
で
四
国
連
合
艦
隊
の

砲
撃
等
に
よ
り
下
関
は
大
き
な
被

害
を
受
け
、
更
に
は
追
討
の
勅
命

に
よ
る
第
一
次
長
州
征
伐
へ
と
続
く

極
め
て
辛
い
境
遇
の
中
、
三
家
老
、 

十
一
烈
士
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
尊

い
犠
牲
に
よ
り
、
難
を
逃
れ
な
が
ら
志

を
守
り
、
高
杉
晋
作
ら
に
よ
る
下
関
で

の
挙
兵
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

萩
藩
は
、
絶
体
絶
命
の
危
機
に
陥
り

ま
す
が
、
高
杉
晋
作
ら
松
下
村
塾
門
下

生
を
主
軸
に
、
激
動
の
時
代
を
切
り
拓

き
、
明
治
維
新
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂

げ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
萩
市
で
は
、
先
達
の
織

り
成
す
「
幕
末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を

語
り
広
め
、
ま
た
、
次
の
世
代
に
語
り

継
ぐ
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
記

念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

新
撰
組
を
世
に
知
ら
し
め
た
有
名
な

京
都
池
田
屋
事
件
が
起
こ
り
、
松
下
村

今
年
は
禁
門
の
変
、

下
関
挙
兵
か
ら
１
５
０
年

明 治 維 新 １ ５ ０ 年 に 向 け て

①萩藩主が参勤交代で利用した萩から三
　田尻までを結ぶ街道の名前は何か。
②吉田松陰から将来、周旋家になると言
　われたのは誰か。
③吉田松陰が好んで使った「ひろく遠方
　のことを見聞し、物事を観察するのが
　鋭敏なこと」という意味の四字熟語は。
④幕府老中首座阿部正弘がペリーの開国
　要求に応じ締結した条約を何というか。
⑤吉田松陰らが処刑された安政の大獄を
　行い、桜田門外の変で暗殺された大老
　は誰か。

〜出題された
　記述式問題から

毎年十一烈士の慰霊祭が行
われる野山獄跡（今古萩町）

蛤御門（禁門）（京都市上京区）

出題形式／公式テキスト（問題集）から
１００問【択一式 50問・記述式（人名等
の語句）50問】
合格基準／ 80 問以上の正解
★公式テキスト（検定問題つき）を３名様
にプレゼント。

　

幕
府
は
諸
候
に
第
一
次
長
州
征
伐
を

命
じ
、
長
州
藩
で
は
保
守
派
が
実
権
を

握
る
。

　

前
年
の
外
国
船
砲
撃
の
報
復
攻
撃
と

し
て
、
英
・
米
・
仏
・
蘭
の
四
カ
国
連

合
艦
隊
が
下
関
を
砲
撃
、
壊
滅
的
な
被

　

禁
門
の
変
の
責
任
を
問
わ
れ
、
益
田

右
衛
門
介
、
国
司
信
濃
、
福
原
越
後
が

切
腹
。

　

高
杉
晋
作
ら
は
、
俗
論
派
打
倒
の
た

め
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
、翌
年
の
大
田
・

絵
堂
の
戦
い
で
正
規
軍
（
俗
論
派
）
を

破
っ
た
こ
と
で
、藩
論
は
倒
幕
に
統
一
。

萩
・
幕
末
維
新
検
定

第１回
市
外
か
ら
半
数
以
上
に
あ
た
る

約
２
０
０
人
が
受
検
！

元
治
元
年（
１
８
６
４
）

６・５  

京
都
池
田
屋
の
変

７・19  

禁
門
の
変（
蛤
御
門
の
変
）

10
・24 

十
一
烈
士
が
野
山
獄

に
投
獄

９・26
禁
門
の
変
の
責
任
を

感
じ
周
布
政
之
助
が
自
刃

８・２  

第
一
次
長
州
征
伐

11
・
11  
三
家
老
が
切
腹

８・５  

下
関
戦
争

12
・
15  

下
関
挙
兵

　

今
年
挑
戦
で
き
な
か
っ
た
人
、
ま

た
惜
し
く
も
合
格
で
き
な
か
っ
た
人

は
、
ぜ
ひ
来
年
の
「
萩
・
幕
末
維
新

検
定
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
検
者
数　

３
５
３
人

◦
性
別　

男
性
２
３
９
人
、
女
性

１
１
４
人

▽
年
齢　

11
歳
〜
92
歳
（
平
均
年
齢

51
歳
、
男
性
53
歳
、
女
性
48
歳
）

▽
住
所
別

◦
県
外　

41
人
（
12
％
）

◦
県
内　

１
５
６
人
（
44
％
）

◦
市
内　

１
５
６
人
（
44
％
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

みなさんも

チャレンジ！
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明
倫
小
学
校
跡
地
の
敷
地
全
体
を
、

「
歴
史
・
文
化
・
教
育
ゾ
ー
ン
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
４
棟
の
校
舎
棟
に
つ
い

て
は
す
べ
て
保
存
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

校
舎
棟
は
、
歴
史
的
風
致
を
形
成
す

る
建
造
物
と
し
て
、
そ
の
景
観
を
維
持

保
全
し
地
域
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
有
用

な
活
用
を
行
い
ま
す
。

　

総
合
観
光
案
内
所
や
地
域
の
観
光
資

源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
萩
観
光
の
玄
関
口

と
な
る
「
観
光
の
拠
点
」、
伝
統
あ
る

教
育
方
針
を
後
世
に
伝
え
る
「
教
育
伝

承
の
場
」、
団
体
や
個
人
の
個
性
豊
か

で
多
様
な
活
動
を
支
援
す
る
「
生
涯
学

習
・
市
民
活
動
の
場
」、
幕
末
・
維
新

関
連
資
料
な
ど
萩
の
魅
力
あ
る
収
蔵
品

等
を
展
示
す
る
「
資
料
展
示
の
場
」
と

し
て
活
用
す
る
た
め
保
存
整
備
を
行
い

ま
す
。

　

南
門
か
ら
水
練
池
に
か
け
て
は
、
史

　

新
し
い
明
倫
小
学
校
校
舎
は
、
現

在
の
明
倫
小
学
校
の
北
側
に
隣
接
し

て
い
る
、
旧
萩
商
業
高
校
の
跡
地
に

移
転
す
る
た
め
、
平
成
24
年
12
月

か
ら
建
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

（
２
０
１
３
年
３
月
号
で
紹
介
）。

　

現
在
の
明
倫
小
と
同
じ
く
、
か
つ

て
の
藩
校
明
倫
館
の
敷
地
内
へ
の
移

転
と
な
る
た
め
、
藩
校
時
代
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
教
育
環

境
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
旧
萩
商
業
高
校

の
耐
震
性
の
な
か
っ
た
南
側
校
舎
２

棟
と
武
道
場
、
明
倫
小
の
プ
ー
ル

跡
エ
リ
ア
と
し
て
、水
練
池
や
有
備
館
、

明
倫
館
碑
な
ど
の
国
指
定
の
史
跡
が
点

在
し
て
る
こ
と
か
ら
、
旧
萩
藩
校
明
倫

館
の
復
元
を
長
期
的
に
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
駐
車
場

機
能
に
加
え
、
中
央
公
園
と
の
連
携
を

含
め
て
多
目
的
な
利
活
用
を
目
指
し
ま

す
。

　

旧
明
倫
小
校
舎
は
、
経
年
に
よ
る
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
、
平
成
26
年
度
に
老
朽

度
調
査
等
を
実
施
し
、
耐
震
工
法
を
検

討
し
た
う
え
で
、
平
成
30
年
度
に
か
け

て
、
耐
震
改
修
を
行
い
、
４
棟
す
べ
て

の
保
存
・
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
工
事
は
２
棟
ず
つ
行
う
計

画
で
、
平
成
27
、
28
年
度
は
本
館
と
２

棟
目
を
、
29
、
30
年
度
に
残
り
２
棟
の

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
７
）

等
を
解
体
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約

３
８
０
０
㎡
、
周
囲
の
景
観
に
配
慮

し
た
瓦
葺
き
屋
根
、
杉
板
張
り
の
外

壁
に
漆
喰
仕
上
げ
で
、
内
装
も
市
有

林
の
木
材
を
活
用
し
た
和
風
建
築
と

な
っ
て
お
り
、
普
通
教
室
（
４
室
×

６
学
年
）や
職
員
室
等
が
入
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
旧
萩
商
業
高
校
の
校
舎

の
う
ち
、
教
室
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

職
員
室
な
ど
が
あ
っ
た
北
側
校
舎

（
約
３
６
０
０
㎡
）を
改
修
し
、
校
長

室
や
事
務
室
、保
健
室
、
音
楽
室
等

の
特
別
教
室
等
と
し
て
利
用
す
る
と

と
も
に
、体
育
館
、
プ
ー
ル
も
小
学
生

用
に
改
築・改
修
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

今
年
卒
業
す
る
児
童
で
、
明
倫
小

の
卒
業
証
書
授
与
番
号
は
１
万
９
９

０
１
人
と
な
り
ま
す
。
約
78
年
と
い

う
長
い
間
、
児
童
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
き
た
校
舎
は
３
月
の
終
業
式

で
役
目
を
終
え
、
４
月
か
ら
は
新
た

な
明
倫
小
学
校
で
の
授
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

新しい明倫小学校校舎（２月下旬）

※ You Tube で映画の中での明
倫小校舎、有備館の登場シーンを
見ることができます。

映画「ほたるの星」
（2004 年／小澤征悦主演）

映画「長州ファイブ」
（2006 年／松田龍平主演）

大和ハウスグループの新聞広告・
テレビＣＭ（2013 年９月）

新しい明倫小も完成

映画や で登場TV

移転後の明倫小校舎４棟を
保存し、萩観光の玄関口に

　旧萩藩明倫館跡地にあり、今年４月に隣接する旧萩商業跡地に移転
する明倫小学校の校舎は、昭和 10 年に建築されたもので、全国的に
もこのような昭和初期の大規模木造建造物が市街地に残っていること
は稀であり、歴史的・景観的にも大きな価値があります。
　市では残された跡地の利活用について「明倫小学校跡地利活用検討
委員会」（委員 15 人）で昨年５月から協議を重ねてきましたが、こ
の度、基本方針がまとまり、跡地整備に向けて動き始めました。

有備館

■
基
本
方
針
　

■
旧
明
倫
小
校
舎
の
保
存
改
修
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の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
松
陰
が
書

い
た
手
紙
な
ど
を
読
み
進
め
る
と
、
文

に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
が
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
出
て
く
る
。
な
か
で
も
、「
文
妹
久

坂
氏
に
適ゆ

く
に
贈
る
言
」
と
い
う
史
料

を
読
み
進
め
る
と
、
な
ぜ
「
文
」
と
い

う
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
か
、
松
陰
が

ど
の
よ
う
な
思
い
で
文
を
久
坂
玄
瑞
の

嫁
に
し
た
の
か
な
ど
、
け
っ
こ
う
面
白

い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
拾

い
集
め
た
史
料
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
疑
問
に
で
き
る
か
ぎ
り
お
答

え
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

結
論
を
先
に
い
え
ば
、
文
は
天
保
14

年
（
１
８
４
３
）
に
生
ま
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
誕
生

日
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
献
に
よ
り
記

載
が
区
々
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

管か
ん
け
ん見
の
範
囲
で
は
、
①
天
保
14
年
生

ま
れ
（
山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰

全
集
』）、
②
天
保
14
年
２
月
１
日
生

ま
れ
（
久
坂
恵
一
著
『
久
坂
家
略
伝
』）、

③
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
３
月
１
日

生
ま
れ
（
霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯

委
員
会
編
『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大

成
』）
と
い
う
３
つ
を
あ
げ
う
る
。
①

で
は
誕
生
日
が
わ
か
ら
な
い
が
、
②
で

は
誕
生
日
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

だ
け
で
済
め
ば
こ
と
は
簡
単
に
解
決
し

た
は
ず
で
あ
る
が
、
③
は
①
お
よ
び
②

と
年
が
異
な
る
上
に
、
②
の
誕
生
日
と

は
違
う
日
付
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
多
数
決
の
論
理
で
い
え
ば
、
天
保

十
四
年
生
ま
れ
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
が
、
③
は
信
頼
の
置
け
る
文
献

で
あ
る
た
め
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

一
方
、
没
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
①

は
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
９
月
と
し
、

②
お
よ
び
③
は
大
正
10
年
９
月
７
日
と

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
命
日
は
大
正
10

年
９
月
７
日
で
ま
ち
が
い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
文
は
天
保
14
年
生
ま
れ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
享
年
は
79
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
私
の
勤
め
る
萩
博
物
館
は
も

と
よ
り
、
多
く
の
博
物
館
で
は
、
歴
史

上
の
人
物
を
扱
う
際
、
年
齢
に
つ
い
て

は
数
え
年
で
表
記
す
る
の
が
通
例
で
あ

る
。
し
か
し
、
新
聞
の
場
合
は
満
年
齢

表
記
を
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
そ

う
だ
。
情
報
媒
体
に
よ
っ
て
年
齢
表
記

に
食
い
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

文
と
い
う
名
前
は
、
玉
木
文
之
進
か

ら
「
文
」
の
一
字
を
授
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

松
陰
は
、
15
歳
の
文
が
18
歳
の
久
坂

玄
瑞
と
結
婚
し
た
安
政
四
年
（
１
８
５

７
）
12
月
５
日
、「
文
妹
久
坂
氏
に
適ゆ

く
に
贈
る
言
」
と
い
う
一
文
を
し
た
た

め
、
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
た
。
こ
の

文
章
に
、
文
と
い
う
名
の
由
来
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
少
し
ょ
う
ま
い妹の

初
め
て
生
る
る
や
、
玉
叔
父
実ま
こ
とに

撫ぶ

し
、
こ
れ
に
与
ふ
る
に
其
の
名
を
以
て

す
。
阿お

文ふ
みの
称
、
蓋け
だ
し
偶
然
に
非
ざ
る

な
り
。（
中
略
）
汝
な
ん
じ
生
る
る
こ
と
独
り

晩お
そ
く
、
吾
れ
最
も
こ
れ
を
憐
む
。
行こ
う
よ余

に
書
を
読
み
て
粗ほ

ぼ
大
義
に
通
じ
、
以

て
阿
文
の
称
に
副そ

は
ば
、
其
れ
其
の
可

な
る
に
庶ち

か幾
か
ら
ん
か
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
一
節
は
、「
あ
な
た
が
誕
生
す

る
や
、
玉
木
の
叔
父
は
大
変
可
愛
が
り
、

自
分
の
文
之
進
の
名
か
ら
「
文
」
と
い

う
一
字
を
採
っ
て
あ
な
た
の
名
と
し

ま
し
た
。「
お
文
」
と
い
う
呼
び
名
は
、

私
が
思
う
に
偶
然
付
け
ら
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
文
の
二
人
の
姉
千

代
と
寿
に
比
べ
て
）
あ
な
た
は
一
人
遅

く
生
ま
れ
た
た
め
、
私
は
一
番
気
の
毒

に
思
っ
て
い
ま
す
。
余
暇
に
書
物
を
読

み
、
人
と
し
て
守
る
べ
き
道
義
を
お
お

よ
そ
理
解
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
「
お
文
」

と
い
う
呼
び
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に

「
花
燃
ゆ
」の

ヒ
ロ
イ
ン

文
杉

ふ
み

史料探究
　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の

発
表
後
、
私
は
諸
方
面
か
ら
質
問
攻
め

に
あ
っ
て
い
る
。

　

今
や
伝
説
と
な
っ
た
感
の
あ
る
「
花

神
」（
１
９
７
７
年
放
映
）
以
来
、
久

方
ぶ
り
の
萩
を
題
材
と
し
た
大
河
は
、

萩
市
民
も
し
く
は
萩
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

悲
願
達
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

こ
こ
に
き
て
、
一
気
に
皆
さ
ん
の
思
い

（
不
満
？
）
が
爆
発
し
た
よ
う
だ
。
私

個
人
と
し
て
は
、
来
年
の
世
界
遺
産
登

録
と
い
う
難
題
だ
け
で
あ
く
せ
く
し
て

い
る
の
に
、
ま
さ
か
大
河
ド
ラ
マ
が
重

な
る
と
は
、
ま
る
で
宝
く
じ
に
で
も
当

た
っ
た
か
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　

余
談
は
さ
て
お
き
、
質
問
の
具
体
例

を
あ
げ
る
と
、「
文
っ
て
ど
ん
な
人
な

の
？
」、
あ
る
い
は
「
文
の
こ
と
に
つ

い
て
知
り
た
い
け
ど
史
料
（
資
料
）
は

な
い
の
？
」
と
い
う
の
が
実
に
多
い
。

た
だ
し
、
史
料
の
少
な
い
杉
文
（
の
ち

の
久
坂
文
、
楫か

と
り取

美
和
子
）
を
主
人

公
に
定
め
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
あ
る
。
い

い
わ
け
が
ま
し
い
が
、
私
は
し
ば
ら
く
、

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
」、
あ

る
い
は
「
な
い
も
の
は
な
い
の
で
す
、

ご
め
ん
な
さ
い
」
と
し
か
返
答
の
し
よ

う
が
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
気
に
な
っ
て
探
せ

ば
意
外
と
史
料
が
出
て
く
る
も
の
で
あ

る
。『
吉
田
松
陰
全
集
』
を
読
み
こ
ん

で
お
ら
れ
る
方
に
は
別
段
真
新
し
い
も

謎
の
文
の
誕
生
日

文
の
名
前
の
由
来

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
研
究
員
）

60 歳頃とみられる文の写真
（『日本及日本人 臨時増刊 松陰号』

1908 年（明治 41）発行より）

吉田松陰画像
（萩博物館蔵）
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適
う
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
玉
木
の
叔
父

の
願
い
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
意
訳
で
き
る
。

松
陰
は
、「
文
」
と
い
う
名
前
の
い
わ

れ
を
説
明
し
、
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う

励
み
な
さ
い
と
諭
す
の
だ
。

　

ま
た
、
こ
の
文
章
で
は
、
松
陰
が
い

か
な
る
思
い
で
文
を
玄
瑞
に
嫁
が
せ
た

の
か
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
久
坂
玄
瑞
は
防
長
年
少
第
一
流
の
人

物
に
し
て
、
固も
と

よ
り
亦
ま
た

天
下
の
英
才
な

り
。
今
少
妹
の
穉ち
れ
つ劣
な
る
、
其
の
耦ぐ
う
に

非
ざ
る
や
審
つ
ま
び
らか
な
り
。
然し
か
れ
ど
も
人

は
自
ら
厲は
げ
ま
ざ
る
を
憂
ふ
、
自
ら
厲
み

自
ら
勤
め
ば
何
す
れ
ぞ
成
ら
ざ
ら
ん
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
節
は
、「
久
坂
玄
瑞
は
萩
藩

内
で
第
一
級
の
人
物
で
あ
り
、
も
ち
ろ

ん
ま
た
日
本
全
国
に
通
じ
る
優
れ
た
才

能
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま
す
。
今
の
あ

な
た
は
未
熟
で
あ
り
、
彼
の
配
偶
者
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
は
明
白
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
私
は
、
人
が
自
分
か
ら
は

な
か
な
か
努
力
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と

を
心
配
し
て
い
る
だ
け
で
、
あ
な
た
が

自
ら
進
ん
で
励
み
、
努
力
す
れ
ば
、
必

ず
や
立
派
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
意
訳
で
き
る
。
妹
思
い
の
松
陰
の
姿

が
髣ほ

う
ふ
つ髴

と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

松
下
村
塾
の
門
人
で
あ
る
玄
瑞
や
高

杉
晋
作
が
旅
に
出
る
際
、
松
陰
が
そ
れ

ぞ
れ
に
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
松
陰
は

ま
た
、
妹
文
が
嫁
入
り
す
る
に
際
し
て

も
、
心
掛
け
と
す
べ
き
こ
と
を
文
章
に

し
て
贈
っ
た
。
人
を
奮
い
立
た
せ
る
こ

と
に
天
性
の
才
を
発
揮
し
た
兄
松
陰
に

刺
激
さ
れ
て
、
文
も
き
っ
と
発
奮
し
た

に
ち
が
い
な
い
。

松
陰
の
文
へ
の
思
い

　

も
の
の
つ
い
で
に
、
も
う
一
つ
史
料

を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
松
陰
は
と
に

か
く
、
い
つ
も
文
の
こ
と
が
気
が
か
り

で
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
時
間
は
少

し
遡
る
が
、
松
陰
が
野
山
獄
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
い
た
安
政
２
年（
１
８
５
５
）

11
月
、
母
滝
に
送
っ
た
手
紙
に
、「
お

文
は
定
め
て
成
人
仕

つ
か
ま
つり

た
る
に
て
こ

れ
あ
る
べ
く
、仕
事
も
追
々
覚
へ
候
や
」

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
松
陰
は
母

に
、「
お
文
は
さ
ぞ
か
し
立
派
に
成
長

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
家
事
も
少
し
は

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
」

と
、
文
の
近
況
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
時
、
松
陰
は
26
歳
、
文
は
13

歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
は
、
松
陰
・

文
ら
を
世
に
送
り
出
し
た
杉
家
の
末ま

つ
え
い裔

か
ら
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
現

在
は
萩
博
物
館
に
て
大
切
に
保
存
し
て

い
る
。

　

松
陰
自
筆
の
手
紙
か
ら
は
、
彼
の
肉

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
手

紙
の
写
真
を
見
る
と
、
下
半
分
は
天
地

が
逆
転
し
て
い
る
。
松
陰
が
手
紙
を
書

く
際
、
二
つ
折
り
に
し
て
い
た
た
め
で
、

全
体
が
見
え
る
よ
う
に
展
開
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

杉
家
か
ら
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
た
松
陰

の
手
紙
は
、
全
部
で
60
通
ほ
ど
あ
る
。

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
先
行
し
て
、
今

秋
か
ら
萩
博
物
館
で
定
期
的
に
手
紙
を

入
れ
替
え
な
が
ら
、
全
て
を
展
示
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
杉
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
貴
重
な
写
真
資
料
も
展
示
を
予

定
し
て
い
る
。
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

母滝に送られた松陰の手紙
（萩博物館蔵、杉家寄贈）

２０１５年
ＮＨＫ大河ドラマ

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
で
、

井
上
真
央
さ
ん
演
じ
る
、
主
人
公
の
吉

田
松
陰
の
妹
・
文ふ

み

と
後
に
夫
婦
と
な
る

小
田
村
伊い

の
す
け

之
助
（
楫か

と
り取
素
彦
）
役
が
、

大
沢
た
か
お
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

▽
土
屋
勝
裕
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー

　
「
吉
田
松
陰
が
正
直
者
す
ぎ
て
困
る

と
評
し
た
小
田
村
伊
之
助
に
相
応
し
い

俳
優
さ
ん
を
考
え
た
と
き
大
沢
さ
ん
に

演
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
義
理
の
妹

文
を
優
し
く
見
守
り
な
が
ら
、
何
度
も

幕
末
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た

不
死
身
の
男
、
そ
し
て
名
県
令
と
讃
え

ら
れ
た
小
田
村
伊
之
助
、
大
沢
た
か
お

さ
ん
の
活
躍
を
、ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
」

▽
大
沢
た
か
お
さ
ん

　
「
ひ
と
り
の
英
雄
の
人
生
を
追
う
も

の
で
は
な
く
、
英
雄
た
ち
を
陰
で
支
え

た
人
た
ち
と
そ
の
家
族
を
描
く
今
ま
で

主
人
公・文
と
結
婚
す
る

小
田
村
伊
之
助（
楫
取
素
彦
）役
は
、

大
沢
た
か
お
さ
ん
に
決
定
！

■大沢たかお（小田村伊之助役）
1968 年（昭和 43）東京都生まれ。
映画「世界の中心で、愛をさけぶ」

「解夏」「地下鉄に乗って」など話
題作に出演。テレビドラマ「JIN
－仁－」、大河ドラマは「花の乱」

（1994 年、足利義材役）に出演。

に
な
い
大
河
ド
ラ
マ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
心
か
ら
共
感
し
、
感
情

移
入
で
き
る
作
品
に
な
る
よ
う
主
演
の

井
上
真
央
さ
ん
と
共
に
、
ス
タ
ッ
フ
、

キ
ャ
ス
ト
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
」 

　

出
演
者
は
順
次
発
表
さ
れ
て
い
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
小お

だ
む
ら

田
村
伊い

の
す
け

之
助
（
楫か

と
り取

素も
と
ひ
こ

彦
）

１
８
２
９
〜
１
９
１
２
年
（
大
正
元
）

享
年
84

　

松
下
村
塾
を
託
さ
れ
、
松
陰
の
妹
二

人
（
寿ひ

さ

、
文
）
と
結
婚
し
た
長
州
の
儒

学
者
。
明
治
維
新
後
は
初
代
群
馬
県
令

（
現
在
の
県
知
事
）
と
な
り
、
県
庁
を

高
崎
か
ら
前
橋
に
移
転
し
て
伝
統
産
業

の
養
蚕
・
製
糸
業
を
奨
励
し
、
教
育
に

も
力
を
入
れ
、
草
創
期
の
群
馬
県
政
に

大
き
く
貢
献
。

「花 燃 ゆ」
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は
赤
塚
賞
に
も
準
入
選
し
、
そ
の
作
品

も
続
け
て
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
学
中
や
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
は
萩

市
で
の
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で

す
が
、
編
集
者
と
の
連
絡
や
打
ち
合
わ

せ
の
利
便
性
を
考
え
て
20
歳
を
超
え
て

上
京
し
、
集
英
社
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン

プ
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ン
プ
」
誌
上

で
の
作
品
発
表
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
３
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
」
の
原
作

漫
画
は
、
日
本
文
芸
社
「
週
刊
漫
画
ゴ

ラ
ク
」
誌
上
で
２
０
１
１
年
か
ら
連
載

中
の
作
品
で
す
。

　
〝
カ
メ
ラ
”
と
”
街
歩
き
”
が
題
材

の
作
品
で
、
多
く
の
カ
メ
ラ
雑
誌
等

や
街
歩
き
雑
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

２
０
１
２
年
に
都
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

漫
画
に
出
て
く
る
舞
台
を
モ
チ
ー
フ
に

一
般
公
募
で
参
加
者
を
募
っ
た
写
真
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
来
２
次
元
で
あ

る
漫
画
の
世
界
が
実
際
の
写
真
に
よ
っ

て
現
実
化
し
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
慨

が
あ
り
、
是
非
次
は
映
像
化
を
し
た
い

と
い
う
希
望
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
映

像
化
企
画
を
実
現
化
さ
せ
る
べ
く
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
の
御
協
力
の
元
に
映
画
製

作
と
い
う
新
し
い
表
現
に
挑
む
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

漫
画
製
作
と
映
画
製
作
の
両
方
を
経

　

高
校
１
年
生
の
夏
休
み
の
期
間
中
に

「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」の
月
例
賞
ホ
ッ

プ
ス
テ
ッ
プ
賞
に
投
稿
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

絵
を
描
く
事
は
小
学
生
の
時
か
ら
好

き
で
、
学
級
内
で
は
友
達
同
士
で
当
時

流
行
し
て
い
た
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」

や
「
キ
ン
肉
マ
ン
」
等
を
模
写
し
て
は

見
せ
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
商
業

誌
向
け
に
き
ち
ん
と
物
語
を
規
定
の
31

ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
、
コ
マ
割
り
や
ペ

ン
入
れ
を
し
た
作
品
を
投
稿
し
た
の
は

そ
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。

　

当
時
の
心
境
と
し
て
は
学
級
内
の
友

達
に
見
せ
る
感
覚
で
投
稿
し
た
と
い
う

側
面
が
強
く
、〝
ダ
メ
元
”
で
の
挑
戦
で
、

失
敗
し
た
と
し
て
も
話
題
に
な
る
か
な

と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
臨
ん
だ
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
が
運
良
く
入

選
し
、
当
時
と
し
て
は
最
年
少
で
の
受

賞
に
な
り
初
投
稿
で
そ
の
ま
ま
そ
の
作

品
が
雑
誌
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
幸
運
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に

2 0 1 4 . 3
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漫
画
家
、「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
」連
載

（
萩
市
椿
東
出
身
、東
京
都
在
住
、

萩
高
平
成
６
年
卒
、38
歳
）

験
し
て
感
じ
た
の
は
関
わ
る
人
数
の
違

い
で
す
。
今
回
の
映
画
作
品
が
３
本
の

短
編
オ
ム
ニ
バ
ス
と
い
う
事
も
あ
り
、

通
常
の
３
倍
の
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス
ト

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
漫
画
に
は

無
い
〝
音
楽
”
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
も

関
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
劇
中
音
楽
の

作
曲
を
担
当
し
て
く
れ
た
の
は
同
級
生

の
山
本
和
智
君
（
東
京
都
在
住
）、
同

じ
く
萩
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
長
岡
あ

ゆ
み
さ
ん
、
ギ
タ
リ
ス
ト
・
玉
井
紀
行

さ
ん
が
演
奏
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
春
の
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で

の
上
映
会
初
日
の
舞
台
挨
拶
に
は
写
真

家
と
し
て
著
名
な
ハ
ー
ビ
ー
・
山
口
さ

ん
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
等
、
こ
の

度
の
映
画
化
を
契
機
に
さ
ま
ざ
ま
な
方

と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

仮
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

い
る
女
子
高
生
が
何
気
な
く
街
を
歩
い

て
い
る
と
い
う
シ
ー
ン
を
製
作
す
る
場

合
も
、
漫
画
の
場
合
は
資
料
を
集
め
て

ひ
た
す
ら
一
人
で
机
の
前
に
か
じ
り
つ

い
て
描
く
と
い
う
作
業
を
完
成
ま
で
続

け
る
の
で
す
が
、
映
画
の
場
合
は
俳
優
、

監
督
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
、
衣
装
、
小
道

具
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
、
美
術
等
実
質
的
に

関
わ
っ
て
く
る
人
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
今
回
自
分
は
監
督
で
は
な
く
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
立
ち
位
置
な
の

で
現
場
で
は
何
も
し
て
お
ら
ず
単
に
そ

こ
に
い
る
だ
け
で
良
い
、
下
手
す
れ
ば

い
な
く
て
も
作
品
は
で
き
上
が
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
意
味
で
作
家
と
し
て
の
作

品
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
随
分
と

桐き
り
き木  

憲
一
さ
ん

高
校
時
代
　
漫
画
家
を
志
す

今
後
、表
現
し
て
い
き
た
い
こ
と

連
載
コ
ミ
ッ
ク
を
自
ら
映
画
企
画

ニチブンコミックス／日本文芸社
１～２巻　各 680 円
　写真部員の女子高生・夢

ゆ め じ

路歩
あゆみ

がフィ
ルムカメラを片手に、さまざまな東京
の名所・旧跡を写真におさめていくス
トーリー。叙情溢れる「街歩きフォト
コミック」として注目を集めている。

映画「東京シャッターガール」
（2013年/93分）
３人の個性派監督によるオムニ
バス作品として実写映画化。
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■プロフィール
1976 年（昭和 51） 萩市椿東生まれ

（萩高平成６年卒）。2011 年から「週
刊漫画ゴラク」に「東京シャッターガー
ル」を連載中。漫画関連の写真展、映
画化に関してはプロデューサーを務め
る。東京都豊島区との協働事業「トキ
ワ荘通り協働プロジェクト」スタッフ
としても活動中。萩ふるさと大使

違
っ
て
く
る
と
い
う
事
は
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
が
ま
た
今
後
新
し
い
表

現
方
法
へ
の
模
索
へ
と
つ
な
が
る
気
が

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー

ル
」
の
萩
上
映
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
帰

省
時
に
は
話
す
こ
と
の
少
な
か
っ
た
世

代
の
皆
様
と
も
映
画
作
品
を
通
じ
て
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
と
て
も
興
味
深

い
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

新
し
く
で
き
た
ば
か
り
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
ｒ
ル

コ

ｕ
ｃ
ｏ
」
に
も
宿
泊
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
萩
市
で
の
新
し
い
創
作
の

潮
流
の
よ
う
な
も
の
を
肌
で
感
じ
と
て

も
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
ま
た
劇
場

に
は
十
二
代
三
輪
休
雪
先
生
も
お
越
し

く
だ
さ
り
、
そ
れ
を
契
機
に
先
生
の
陶

芸
作
品
や
著
作
本
を
拝
見
し
、
萩
市
の

ロ
ー
カ
ル
に
と
ら
わ
れ
る
事
な
く
凛
然

と
表
現
活
動
を
続
け
る
先
生
が
お
ら
れ

る
事
に
驚
き
、
大
変
影
響
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
た
情
報
の
や
り
取
り
の
利
便

性
は
、
自
分
が
上
京
を
決
意
し
た
10
数

年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
盛
ん
に

な
り
、
情
報
ツ
ー
ル
を
う
ま
く
使
い
こ

な
す
事
が
現
代
の
社
会
で
競
合
し
て
い

く
に
は
必
要
不
可
欠
な
メ
ソ
ッ
ド
に

な
っ
て
い
る
事
は
時
代
の
空
気
と
し
て

実
感
し
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
地
域
性

と
い
う
の
は
そ
れ
と
は
相
反
し
、
依
然

と
し
て
動
か
し
が
た
い
肉
体
性
を
伴
っ

て
い
る
事
は
、
頭
で
っ
か
ち
に
情
報
を

詰
め
込
ん
だ
だ
け
で
は
実
現
性
を
持
て

な
い
、
人
間
の
持
つ
大
き
な
矛
盾
に
も

思
え
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
今
後
情
報
化
社
会
が
よ
り

進
む
に
つ
れ
て
〝
情
報
”
と
〝
肉
体
性
”

の
矛
盾
は
よ
り
大
き
く
隔
た
っ
て
い
く

よ
う
に
思
え
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
体

験
の
本
質
と
は
予
測
不
可
能
な〝
苦
労
”

に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
に
根
差
し
た
地
域
性
か
ら
生
ま

れ
る
文
化
を
、
ど
う
大
勢
の
人
達
に
向

け
て
発
信
し
て
い
く
の
か
と
い
う
命
題

を
達
成
し
て
い
く
の
は
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
苦
労
を
要
す
る
と
思
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
必
要
以
上
に
や
っ
き

に
な
っ
て
発
信
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
時
代
の
趨
勢
と
と
も
に
今

後
も
変
わ
り
続
け
て
行
く
地
元
萩
市
を
、

同
郷
出
身
者
と
し
て
、
自
分
自
身
も
ま

た
「
行

こ
う
う
ん
り
ゅ
う
す
い

雲
流
水
」
の
視
座
で
観
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
で
文
化
を

ど
う
発
信
し
て
い
く
か

萩に新たな交流の場が誕生

人と街とを繋ぐ宿
萩ゲストハウス

の
人
が
「
流
れ
」、「
交
わ
る
」
こ
と
を

願
い
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
（
流
交
）
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
改
修
作
業
に
は
、
友
人

や
知
人
な
ど
約
２
０
０
人
が
、
手
伝
い

や
差
し
入
れ
な
ど
の
応
援
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
店
内
に
は
萩
焼
や
萩
ガ
ラ
ス
、

岩
川
旗
店
の
大
漁
旗
な
ど
萩
の
こ
だ
わ

り
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

１
・
２
階
が
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
い
て
、

３
・
４
階
の
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
に
は
個
室

と
相
部
屋
（
ド
ミ
ト
リ
ー
）
が
あ
り
、

計
15
人
が
宿
泊
で
き
ま
す
。
１
・
２
階

は
宿
泊
者
以
外
で
も
自
由
に
利
用
で
き
、

飲
食
物
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
、
旅
行

客
同
士
だ
け
で
な
く
地
元
住
民
と
の
交

流
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
萩
を
訪
れ
た
旅
行
客
が
ｒ

ｕ
ｃ
ｏ
で
地
元
住
民
と
知
り
合
い
、
一

緒
に
食
事
に
出
か
け
て
行
く
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
旅
行
者
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
に
は
載
っ
て
い
な
い
地
元
な
ら

で
は
の
情
報
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
代
表
の
塩
満
さ
ん
は
「
来

ら
れ
た
方
に
、
居
心
地
が
良
く
、
こ
こ

に
居
て
も
い
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
場
所
で
あ
り
た
い
で
す
。
旅
行
者

に
、
い
か
に
町
と
の
接
点
を
作
っ
て
も

ら
う
か
が
大
事
で
、
萩
の
ま
ち
の
素
敵

な
人
、
も
の
、
場
所
を
つ
な
ぐ
場
所
に

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
萩
に
は
な
か
っ
た
空
間
が
生

ま
れ
、
萩
の
魅
力
の
新
た
な
発
信
基
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■萩ゲストハウスｒｕｃｏ
萩市唐樋町 92（田町商店街駐車場向かい側）
TEL 0838・21・7435
HP http://guesthouse-ruco.com/
＜宿泊＞ チェックイン　 16:00 ～ 22:00
　　　　 チェックアウト 10:00

料
金

宿泊

ドミトリー
（相部屋） 2,800 円

個室
1 人 4,500 円
2 人 7,500 円
3 人 10,000 円

その他
朝食 300 円
レンタルタオル 100 円
歯ブラシ 50 円

設
備

シャワー、ドライヤー、キッチン、
冷蔵庫、炊飯器、鍵付きロッカー
※近くにコインランドリーがあります。

＜カフェ＞ 16:00 ～ 22:00
飲物　350 円～
※宿泊者以外も利用できます。 1 階のカフェスペースで塩満さんと自由に談笑1 階のカフェスペースで塩満さんと自由に談笑

　

昨
年
10
月
、
唐
樋
町
に
萩
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
は
、
低
料
金

で
個
人
旅
行
を
す
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

な
ど
の
利
用
者
が
多
い
宿
泊
施
設
で
、

比
較
的
安
価
な
料
金
で
素
泊
ま
り
が
で

き
ま
す
。

　

萩
市
出
身
で
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
塩
満
直
弘
さ
ん
（
椿
東
、
29
歳
、
萩

工
業
平
成
15
年
卒
）
と
そ
の
同
級
生
２

人
が
、
旧
リ
ズ
ム
楽
器
店
の
４
階
建
ビ

ル
を
改
修
し
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
店
名
は
、

萩
の
三
角
州
の
水
路
の
よ
う
に
、
多
く

ル コ
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萩
高
校
卒
業
後
、
広
島
の
専
門
学
校

で
経
理
を
学
び
、
20
歳
の
時
に
、
広
島

の
老
舗
醤
油
卸
問
屋
に
就
職
し
営
業
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
27
歳
の
時
、
萩
へ
Ｕ
タ
ー

ン
。
家
業
は
継
が
ず
に
、
地
元
の
中
で

も
大
き
な
販
路
を
持
つ
萩
・
井
上
商
店

で
修
業
す
る
よ
う
、
父
か
ら
強
く
勧
め

ら
れ
就
職
を
し
ま
し
た
。
井
上
商
店
で

は
、
当
初
山
口
市
で
の
営
業
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、
業
績
が
認
め
ら
れ
、

次
第
に
県
外
で
の
営
業
を
任
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
井
上
社
長
に
も

期
待
を
寄
せ
ら
れ
、
31
歳
の
時
、
東

京
営
業
所
に
所
長
と
し
て
赴
任
。
名
古

屋
か
ら
北
海
道
ま
で
の
広
範
囲
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
に
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

家
業
の
醤
油
業
界
は
落
ち
込
み
、
萩
で

も
、
昔
は
約
40
軒
あ
っ
た
醤
油
屋
が
９

軒
し
か
残
っ
て
い
な
い
状
況
に
将
来
性

も
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
井
上
商
店

で
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
36
歳
の
時
に
、
父
が
余
命

３
カ
月
だ
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
、
再

び
萩
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
父
も
亡
く
な
り
、
家

業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
東

京
に
残
し
て
き
た
仕
事
も
あ
り
、
家
業

と
井
上
商
店
の
仕
事
を
か
け
も
ち
す
る

毎
日
が
１
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。
醤
油

屋
に
将
来
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
中
、
ど
う
す
れ
ば
生
き
残
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
井
上
社
長
に
も
相
談
し
ま
し
た
。

　

よ
そ
の
地
域
で
は
塩
辛
い
醤
油
が
主

流
の
中
、
萩
は
、
地
域
特
有
の
甘
み
が

強
い
醤
油
。
昔
か
ら
愛
し
て
く
だ
さ
る

顧
客
は
い
る
が
、
地
元
で
の
競
争
は
厳

し
く
、
今
後
の
生
き
残
り
を
か
け
て
い

く
た
め
に
は
商
圏
を
拡
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
醤
油
の
延

長
線
上
に
あ
る
加
工
品
で
、
な
お
か
つ
、

外
の
地
域
で
も
通
用
す
る
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
。
更
に
は
、
井
上
商
店
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
大
き
な
販
路

や
流
通
ノ
ウ
ハ
ウ
、
商
品
管
理
や
そ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
外
に
向
け
た
商
売
を
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
井
上
商
店
と
共
同
で
商

品
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

「
ふ
ぐ
だ
し
の
入
っ
た
橙
ポ
ン
酢
」
と

「
白
身
魚
に
合
う
刺
身
醤
油
」
を
販
売
。

井
上
商
店
の
主
力
商
品
「
ふ
ぐ
だ
し
」

と
、
弊
社
の
「
さ
し
み
醤
油
」
と
い
っ

た
自
社
の
人
気
商
品
を
生
か
し
、「
ふ

ぐ
」
や
「
橙
」
と
い
っ
た
地
域
性
を
出

す
こ
と
で
付
加
価
値
を
つ
け
、
好
評
を

得
た
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
井
上
社
長

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
支
え
ら
れ
、
醤

油
屋
と
し
て
の
将
来
が
見
え
て
き
た
の

で
し
た
。

　

３
年
前
、井
上
商
店
が「
ク
オ
リ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
Ｑ
Ｐ
）」
を
立

ち
上
げ
、
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
加
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
企
業
同

士
が
手
を
取
り
合
い
、
お
互
い
の
長
所

を
生
か
し
た
コ
ラ
ボ
商
品
を
開
発
・
販

売
す
る
こ
と
で
、
関
わ
り
合
っ
た
企
業

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
、
井
上
社
長
が
発

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
第
一
弾
と

し
て
販
売
し
た
の
が
「
萩
の
さ
し
み
醤

油
味
く
ら
べ
」
で
、
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
３
社
と
共
に
、
自
社
が
誇
る
さ
し
み

醤
油
を
詰
め
合
わ
せ
た
の
で
す
。
実
は
、

そ
れ
ま
で
同
業
者
同
士
の
関
わ
り
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｑ
Ｐ

を
機
に
、
賛
同
い
た
だ
い
た
醤
油
屋
さ

ん
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
競
合
相
手
で

あ
り
な
が
ら
も
、
製
品
づ
く
り
の
相
談

を
す
る
ほ
ど
の
信
頼
関
係
も
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
地
元
産
の
野
菜
を
使
用

し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
焼
き
肉
の
た
れ

な
ど
を
販
売
。
そ
し
て
、
昨
年
11
月
に

は
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
協
力
の
も

と
、
地
元
野
菜
を
ベ
ー
ス
に
、
松
美
屋

醤
油
の
「
殿
様
し
ょ
う
ゆ
」
と
岡
田
味

噌
醤
油
の
「
ひ
し
お
」、
Ｊ
Ａ
山
口
阿

武
農
協
加
工
場
の
「
ご
ま
」
と
い
っ
た

多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
各
蔵
の
人
気

商
品
と
弊
社
が
協
力
し
、「
萩
・
醤
油

屋
コ
ラ
ボ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
３
種
類

販
売
し
ま
し
た
。
通
常
は
、「
の
れ
ん
」

へ
の
プ
ラ
イ
ド
か
ら
、
他
社
の
製
品
を

購
入
し
、
自
社
の
製
品
と
組
み
合
わ
せ

て
加
工
品
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
自

身
、「
の
れ
ん
」
へ
の
こ
だ
わ
り
も
持

ち
つ
つ
他
社
の
「
の
れ
ん
」
も
認
め
た

う
え
で
、
信
頼
し
て
製
品
を
託
し
て
く

（42歳、萩高校平成元年卒）

平成 18 年度「萩景観賞」ミヨシノ醤油の藏

代表取締役

三好 孝史さん
有限会社ミヨシノ醤油

萩 の 元 気 な 企 業 探 訪
シリーズ 29

　創業１００年以上の歴史を持つ老舗・ミヨシノ醤油。地元企業が製
造・販売で協力し合う「クオリティプロジェクト」に参加し、これま
での醤油製造に加え、新商品の開発を行い、商圏拡大を目指していま
す。そのミヨシノ醤油の代表取締役・三好孝史さんにお話を伺いました。

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た

営
業
職

見
え
て
き
た
醤
油
屋
の

将
来
性

企
業
同
士
で
手
を
取
り
合
う

「
ク
オ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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だ
さ
っ
た
同
業
者
の
方
へ
の
感
謝
の

念
を
持
っ
て
製
造
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し

て
く
れ
る
井
上
商
店
と
い
う
第
三
者
が

入
る
か
ら
こ
そ
、
企
業
同
士
で
手
を
取

り
支
え
合
う
、
今
ま
で
に
な
い
商
売
が

実
現
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｑ
Ｐ
が
縁
と
な
り
、
現
在
は
、
岡

田
味
噌
醤
油
と
村

む
ら
し
げ重

酒
蔵
（
岩
国
市
）、

井
上
商
店
と
共
同
で
新
た
な
商
品
を
開

発
中
で
、
今
秋
に
発
売
を
予
定
し
て
い

ま
す
。「
人
と
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
」
と

い
う
井
上
社
長
の
教
え
を
信
じ
、
１
社

の
力
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
企
業

と
手
を
取
り
合
い
、
支
え
合
っ
て
素
晴

ら
し
い
商
品
を
送
り
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
有
限
会
社

萩
市
吉
田
町
72

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
０
５
１
４「萩・醤油屋コラボドレッシング」

★殿様大根、ひしお味噌、ごま玉ねぎの３種類
のドレッシングを３名様にプレゼント

支
え
合
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
た
商
品
づ
く
り

　

吉
田
松
陰
没
後
１
５
０
年
に
あ
た

る
２
０
０
９
年
10
月
27
日
に
開
館
し
、

松
陰
に
関
す
る
遺
品
・
遺
墨
等
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

至
誠
館
で
は
、
松
陰
神
社
に
伝
わ

る
松
陰
関
連
資
料
約
１
０
０
０
点
の

う
ち
３
１
１
点
が
、
２
０
１
２
年
12

月
に
山
口
県
指
定
有
形
文
化
財
（
歴

史
資
料
）
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
昨
年
２
月
か
ら
「
吉

田
松
陰
の
生
涯
」を
開
催
中
で
す（
３

月
７
日
ま
で
）。

　

ま
た
、
今
年
は
前
原
一
誠
生
誕

１
８
０
年
記
念
企
画
展
示
と
し
て

「
松
陰
先
生
と
前
原
一
誠
」
が
開
催

さ
れ
ま
す（
３
月
21
日
〜
５
月
26
日
）。

　

松
陰
神
社
の
権ご

ん
ね
ぎ

禰
宜
と
し
て
、
ま

た
至
誠
館
の
学
芸
員
補
と
し
て
勤
め

る
西
尾
敏と

し
や
す
容
さ
ん
（
椿
東
、24
歳
）
は
、

三
重
県
出
身
で
２
年
前
に
萩
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。「
松
陰
先
生
没
日
の

10
月
27
日
が
自
分
の
誕
生
日
で
、
不

思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
三
重
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
松
陰

先
生
の
こ
と
を
全
国
に
広
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
、
神
社
の
参
拝

者
へ
の
祈
祷
や
、
至
誠
館
の
来
館
者

へ
の
解
説
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
１
月
か
ら
放
映
が
始
ま
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
決

定
や
、
来
年
６
月
頃
登
録
の
可
否
が

決
定
さ
れ
る
世
界
遺
産
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
松
陰
神
社

で
は
、
今
年
の
正
月
三
が
日
の
参
拝

客
が
、
昨
年
よ
り
２
０
０
０
人
増
加

す
る
な
ど
早
く
も
効
果
が
現
れ
始
め

て
お
り
、
来
年
に
向
け
て
更
に
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

上
田
俊と

し
し
げ成
宮
司
は
、「
大
河
ド
ラ

マ
の
関
係
者
や
出
演
者
も
既
に
訪
れ

て
い
ま
す
。
花
燃
ゆ
は
、
松
陰
自
身

で
は
な
く
家
族
の
絆
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
い
る
点
が
面
白
く
、
大
変
期

待
で
き
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
と
世
界

遺
産
登
録
に
よ
っ
て
松
下
村
塾
の
存

在
や
松
陰
の
教
育
に
つ
い
て
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

松
陰
神
社
宝
物
殿
「
至
誠
館
」

松
陰
先
生
の
教
え
を
全
国
に
広
め
る

中
心
市
街
地
の
風
景
が
一
変
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ビ
ル
が
解
体

学
芸
員
補

大
河
ド
ラ
マ
、
世
界
遺
産
で

注
目
を
集
め
る「
松
下
村
塾
」

　

萩
市
田
町
商
店
街
の
東
側
入
口
に

建
っ
て
い
た
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ビ
ル
」
が
、

２
月
上
旬
解
体
さ
れ
、
見
慣
れ
て
い

た
中
心
市
街
地
の
風
景
が
変
わ
り
ま

し
た
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
ビ
ル
は
、１
９
７
９
年（
昭

和
54
）
に
建
設
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
地
下
１
階
地
上
７
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
９
７
０
㎡
と
、
萩
で

も
少
な
い
高
層
建
築
で
、屋
上
の「
Ｕ

Ｆ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
看
板

と
と
も
に
、
長
い
間
、
中
心
市
街
地

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

飲
食
店
や
カ
ラ
オ
ケ
、
信
販
会
社

等
の
事
務
所
や
古
書
店
等
が
入
居
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
８
年
（
平

成
20
）
頃
か
ら
テ
ナ
ン
ト
も
な
く
、

ま
た
建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
に
よ
り
外
壁
等
の
落
下

等
の
危
険
性
も
出
て
い
ま
し
た
。

跡
地
は「
唐
樋
札
場
跡
」と
一
体
化
し
た
憩
い
の
場
へ2013 年 11 月2014 年２月

2008年5月 UFOビル（右上）に隣接
する四方館跡（現在は唐樋札場跡） 　

こ
の
度
、
田
町
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
が
ビ
ル
を
取
得
し
、
昨
年
の

10
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
解
体
を
行

い
、
現
在
は
跡
地
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

跡
地
は
芝
生
と
し
景
観
の
向
上
を

図
り
、
隣
接
す
る
唐か

ら
ひ樋

札ふ
だ
ば
あ
と

場
跡
と
一

体
化
し
た
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
す
。

扌
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一
昨
年
（
２
０
１
２
）、
萩
焼
作
家

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
萩
陶
芸
家
協

会
設
立
20
周
年
記
念
萩
の
陶
芸
家
た
ち

展
」、「
現
在
形
の
陶
芸
萩
大
賞
展
Ⅲ
」

と
続
け
て
審
査
員
特
別
賞
に
選
ば
れ
注

目
を
集
め
る
若
手
萩
焼
作
家
・
止
原
理

美
さ
ん
（
萩
光
塩
学
院
平
成
６
年
卒
）。

　

父
は
、
萩
焼
作
家
の
故
・
止
原
伸の

ぶ
お郎

氏
、
祖
父
は
郷
土
画
家
の
故
・
大や

ま
と和
義

男
氏
と
い
う
芸
術
一
家
の
中
で
生
ま
れ

育
ち
な
が
ら
も
、
過
去
に
畜
産
業
に
も

携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
経
歴
の
持
ち
主
。

そ
の
止
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

窯
元
の
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
幼
い
頃

か
ら
、
粘
土
感
覚
で
土
遊
び
を
よ
く
し

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
成
長
す
る
に

つ
れ
、
焼
物
へ
の
興
味
は
薄
れ
、
当
時

大
好
き
だ
っ
た
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国
」

へ
の
憧
れ
か
ら
、
動
物
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校

卒
業
後
は
、
北
里
大
学
畜
産
学
科
へ

進
学
し
、
３
年
間
、
青
森
で
の
実
習
も

経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
島
根
県
の

牧
場
に
就
職
し
、
２
年
半
働
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
24
歳
の
時
に
退
職
し
、

東
京
で
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
28
歳
の
時
に
萩
へ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
実
家
の
工
房
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
父
か
ら
、
本

気
で
萩
焼
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
そ

の
窯
元
で
修
業
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
萩
焼
の
道
を

歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

29
歳
の
時
、
十
二
代
三
輪
休
雪
氏
に

弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
昔
、
私
の
祖

父
（
大
和
義
男
）
が
、
小
学
生
だ
っ
た

休
雪
先
生
に
絵
を
教
え
て
い
た
こ
と
や
、

父
自
身
も
、
か
つ
て
、
休
雪
先
生
に
師

事
し
、
そ
の
感
性
を
尊
敬
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
休
雪
先
生
の
下
で
学
ぶ
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。
三
輪
窯
で

は
、
土
づ
く
り
や
薪
割
り
と
い
っ
た
ア

シ
ス
タ
ン
ト
業
務
が
主
で
し
た
が
、
そ

う
い
っ
た
作
業
の
合
間
に
、
実
際
に
先

生
が
作
ら
れ
て
い
る
作
品
制
作
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
も

あ
り
、
先
生
が
造
形
さ
れ
る
様
子
を
間

近
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

休
雪
先
生
の「
龍

り
ゅ
う
じ
ん人

伝
説
」は
、造
り
始

め
か
ら
展
覧
会
ま
で
の
過
程
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
る
基
礎
か

ら
、
普
通
な
ら
ば
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
技
術
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な

経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
父

の
病
気
や
私
自
身
の
体
力
の
限
界
も
あ

り
、
２
０
１
２
年
の
２
月
末
、
７
年
間

の
修
業
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
輪
窯
を
退
職
し
て
す
ぐ
の
３
月
に

父
が
亡
く
な
り
、
そ
の
翌
年
に
出
品
し

た
「
萩
陶
芸
家
協
会
設
立
20
周
年
記
念

萩
の
陶
芸
家
た
ち
展
」
が
私
の
作
家
デ

ビ
ュ
ー
の
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。
父

は
、
茶
碗
や
器
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
を

制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
、

休
雪
先
生
の
影
響
も
あ
り
、
大
好
き
な

動
物
の
表
情
を
作
品
に
し
ま
し
た
。
全

部
で
60
点
ほ
ど
動
物
の
お
面（
マ
ス
ク
）

を
作
り
ま
し
た
が
、
そ
の
表
情
は
、
そ

の
と
き
思
い
つ
い
た
動
物
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
た
も
の
で
、
造
り
始
め
る
と
手
が

勝
手
に
動
い
て
で
き
上
が
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
や
は
り
、
三
輪
窯
で
見
て
い
た
、

休
雪
先
生
の
指
の
使
い
方
や
作
品
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
な
ど
が
私
の
頭

の
中
に
潜
在
的
に
残
っ
て
い
て
、
自
分

な
り
の
造
形
と
し
て
生
き
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
は
父
が
遺
し
た「
竹
炭

炭
化
焼
成
」と
い
う
技
術
を
使
っ
て
焼

き
ま
し
た
。
三
輪
窯
で
習
得
し
た
技
術

で
作
品
を
磨
い
て
か
ら
、
父
が
発
案
し

た
技
術
で
焼
成
す
る
と
、
美
し
い
光
沢

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
土
和
窯
と
三
輪

窯
の
技
術
を
用
い
て
で
き
上
が
っ
た
作

品「
月
夜
の
動
物
園
」は
審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
。
続
い
て
、
今
年
１
月
に
開
催

さ
れ
た「
現
在
形
の
陶
芸
萩
大
賞
展
Ⅲ
」

に
出
品
し
た「
月
夜
の
巌
流
島
」
も
審

査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

幸
運
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
展
覧
会
に
出
品
す
る
作
品

以
外
に
、
元
々
、
趣
味
で
作
っ
て
い
た

貯
金
箱
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ

の
表
情
は
「
ブ
サ
か
わ
い
い
」
と
評
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
黒
色
の
作

品
と
は
違
っ
た
表
情
に
驚
か
れ
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、
私
の

作
品
に
「
怖
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
抱

く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
は
、
動
物
を
か
わ
い
が
っ
た
り
、愛め

で
た
り
し
ま
す
が
、私
自
身
、過
去
に
畜

産
に
つ
い
て
学
び
、牧
場
で
働
い
て
い
た

経
験
か
ら
、
動
物
が
生
ま
れ
る
瞬
間
か

ら
死
ぬ
瞬
間
ま
で
、そ
の
生
死
を
何
度
も

見
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、動
物
の
か
わ
い

ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、そ
の
凶
暴
さ
も
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
特
に
、
家
畜

は
食
用
と
し
て
人
間
に
利
用
さ
れ
る
生

き
物
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
生
き
物
の

悲
し
さ
を
感
じ
と
っ
た
人
が
、作
品
を
見

て
、そ
の
目
に
見
透
か
さ
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。多
く

の
動
物
た
ち
の
表
情
を
見
て
き
た
か
ら
こ

そ
、物
言
わ
ぬ
彼
ら
の
悲
し
さ
や
不
気
味

さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
今
後

も
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
萩
焼
工
房　

土つ
ち
わ和
窯

萩
市
山
田
４
４
２
５

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
０
３
９
３

萩
の
陶
芸
家
た
ち
展（
13
年
４
〜
５
月
）

審
査
員
特
別
賞
「
月
夜
の
動
物
園
」

止と
め
は
ら原  

理ま
さ
み美

萩
焼
作
家

さ
ん

（
萩
市
土
原
、
38
歳
）

畜
産
の
道
か
ら
、
萩
焼
の
道
へ

十
二
代
三
輪
休
雪
氏
へ
師
事

父
と
師
の
技
術
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

物
言
わ
ぬ
動
物
の
悲
し
さ
を
訴
え
る
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平
成
24
年
度
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
肉
用
牛
の
資
質
と
生
産
技
術
力
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
優
等
賞
を
受
賞
し

た
黒
毛
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
「
長

ち
ょ
う
し
ゅ
う萩
和

牛
」
を
生
産
し
て
い
る
、
紫
福
地
区

の
農
事
組
合
法
人 

長
沢
台
生
産
組
合

（
２
０
１
２
年
５
月
号
で
紹
介
）。

　

こ
の
受
賞
に
も
貢
献
し
た
の
が
、
家

畜
人
工
授
精
師
と
し
て
年
間
約
１
２
０

頭
誕
生
す
る
子
牛
の
ほ
と
ん
ど
の
人
工

授
精
を
担
当
し
て
い
る
、
横
田
沙
織
さ

ん
（
奈
古
高
、
県
立
農
大
卒
）
で
す
。

　

こ
の
業
界
に
女
性
は
少
な
く
、
牛
を

飼
育
し
て
い
て
も
、
そ
の
中
で
も
人
工

受
精
ま
で
や
っ
て
い
る
女
性
は
非
常
に

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
横
田
さ
ん

は
、市
街
地
か
ら
長
沢
台
ま
で
通
勤（
車

で
約
25
分
）
し
な
が
ら
牛
の
世
話
や
人

工
授
精
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
の
山
口
県
繁
殖
技

術
共
励
会
の
授
精
実
頭
数
１
０
１
頭
以

上
の
部
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
若
き
実
力
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き
だ
っ
た

横
田
さ
ん
は
、
犬
の
ト
リ
マ
ー
を
目
指

し
て
県
立
奈
古
高
に
入
学
し
ま
す
が
、

恩
師
か
ら
牛
の
共
進
会（
審
査
競
技
会
）

の
勉
強
に
誘
わ
れ
、
長
沢
台
生
産
組
合

を
見
学
し
た
の
が
、
畜
産
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
立
山
口
農
業
大
学
校
に

進
み
畜
産
を
学
び
ま
す
。
進
路
に
つ
い

て
、
大
学
に
進
学
し
て
獣
医
の
勉
強
を

す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
柳
井
市

で
人
工
受
精
を
行
っ
て
い
る
若
い
女
性

に
刺
激
を
受
け
、
人
工
授
精
師
を
目
指

す
決
意
が
固
ま
り
ま
し
た
。
農
業
大
時

代
に
研
修
に
も
訪
れ
た
、
繁
殖
も
手
が

け
て
い
る
長
沢
台
生
産
組
合
に
、
平
成

23
年
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
受
賞
に
つ
い
て　
「
水
津

元も
と
ひ
ろ廣

組
合
長
や
若
い
仲
間
の
サ
ポ
ー

ト
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
横
田

さ
ん
。

　
「
肉
用
牛
の
人
工
受
精
は
、
発
情
時

期
や
受
精
タ
イ
ミ
ン
グ
、
病
気
の
見
極

め
が
難
し
い
た
め
、
自
分
が
人
工
授
精

し
た
牛
が
妊
娠
し
、
無
事
に
生
ま
れ
て

き
た
時
は
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
良

か
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。

　

水
津
組
合
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
働
き
や

す
い
職
場
で
す
が
、
若
い
女
性
が
少
な

い
世
界
な
の
で
、
近
く
に
同
じ
道
を
志

す
仲
間
が
出
て
き
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
今
回
の
受
賞
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
を
し
て
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う

な
家
畜
人
工
授
精
師
に
な
り
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
農
事
組
合
法
人　

長
沢
台
生
産
組
合

萩
市
大
字
紫
福
２
８
６
８
・
10

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
設
立
、
１
９

８
４
年
（
昭
和
59
）
法
人
化

現
在
、
組
合
員
６
人
で
約
４
１
０
頭
の

繁
殖
、
肥
育
の
一
貫
経
営
を
行
う

※
長
萩
和
牛
は
、
萩
ミ
ー
ト
販
売
（
明

木
、
０
８
３
８
・
５
５
・
０
２
９
８
）
で

購
入
で
き
ま
す
。

若き家畜人工授精師として活躍

阿武町

「
道
の
駅
阿
武
町
」

４
月
20
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

平
成
５
年
４
月
22
日
に
全
国
第
１
号

の
道
の
駅
の
１
つ
と
し
て
認
定
を
受
け

た
「
道
の
駅
阿
武
町
」。
さ
ら
に
愛
さ

れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
て
建
設
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
４
月
20
日（
日
）に

い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

■
構
造

　

建
物
は
木
の
美
し
さ
や
温
か
み
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
地
場
産
の
木
材
を
多

用
し
、
ヒ
ノ
キ
の
柱
、
杉
板
張
り
の
外

壁
の
ほ
か
、
内
部
も
木
材
の
梁
な
ど
が

見
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
温
泉
棟

　

日
本
海
の
鹿
島
湾
に
面
し
た
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
、
２
階
の
浴

槽
か
ら
は
日
本
海
を
望
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
湯
に
浸
か
る
こ
と
が
で
き
、
季

節
や
時
間
ご
と
に
変
化
す
る
彩
り
豊
か

な
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。

■
物
販
棟

　

旧
来
の
約
２
倍
の
売
り
場
面
積
で
、

阿
武
町
沖
で
獲
れ
た
鮮
魚
や
地
元
の
新

鮮
野
菜
な
ど
、
旬
の
食
材
を
産
地
価
格

で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
匠
に

よ
る
手
作
り
の
木
工
品
や
竹
細
工
、
包

丁
、
陶
芸
品
、
裂
き
織
な
ど
の
工
芸
品

は
他
に
は
な
い
逸
品
で
す
。

■
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ

　

創
業
当
時
か
ら
道
の
駅
の
顔
で
も

あ
っ
た「
蒸
気
船
ま
ん
じ
ゅ
う
」が
復
活
。

こ
だ
わ
り
の
炭
火
焼
き
な
ら
で
は
の
皮

の
パ
リ
パ
リ
感
と
、
あ
ん
の
や
さ
し
い

味
わ
い
は
世
代
を
超
え
て
人
気
で
す
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン

　

地
場
産
の
新
鮮
食
材
を
使
用
し
た
刺

身
定
食
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ザ
エ
カ

レ
ー
、
特
産
の
無
角
和
牛
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
、
大
き
な
窓
か
ら
海
へ

の
眺
望
と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。

■
そ
の
他

　

電
気
自
動
車
用
の

急
速
充
電
器
や
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
用
の

電
力
供
給
施
設
、
バ

イ
ク
等
の
専
用
駐
車

場
を
新
設
す
る
ほ
か
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
等
に

よ
る
道
路
や
町
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

発
信
し
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン（
上
）と
浴
場
の
イ
メ
ー
ジ
図

横田 沙織さん
（萩市江向　23 歳）

家
畜
人
工
授
精
師
を
志
す

長
沢
台
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

生まれ変わる
発祥の駅
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　萩市では、昨年７月の豪雨災害を合併後の最大の試練
と位置づけ、今年を「災害復興元年」として、一日も早
く住み慣れたところで、安心して生活できるよう、全力
を挙げて復旧・復興に取り組んでいます。
　平成 26 年度災害復旧・復興予算は、36 億 7,628 万
円となり、25 年度予算と合計して、109 億 1,390 万円
となります。
　被災の激しかった小川支所は、小川コミュニティセン
ター等を併せ、防災拠点の機能を備えた地域の中核的な
施設として、また須佐保育園は、高台の旧奈古高須佐分
校グラウンド跡地に整備し、復旧・復興の象徴として、
移転新築で平成 27 年度の供用開始を目指しています。
　集中豪雨により氾濫した山口県管理の須佐川・田万川
の河川改修は、単なる復旧ではなく、今回の集中豪雨を
十分考慮した治水対策を県に要請していきます。
　山陰線は、ＪＲ須佐駅から奈古駅間の不通によりバス
による代行運転が行われていますが、今年秋頃に運転再
開の見込みです。

小川支所・須佐保育園など
約 110億円の復旧・復興予算

　昨年 11 月 16 日、須佐・弥富出身者の関東地区同郷会、
東京須佐弥富会（大和勝輝会長、350 人）の総会が開催
され、地元、須佐地域の皆さんが一日も早く元気になっ
てほしいとの思いで、須佐ふるさとづくり協議会に、募っ
た義援金（約 40 万円）を渡しました。
　ふるさとづくり協議会では、東京須佐弥富会の郷里に
対する思いを広く地域の皆さんに伝えたいと、須佐の

東京須佐弥富会から
復興の時を刻む屋外時計

須佐駅前の「手塚猛昌顕彰碑」
そばに設置

道
の
駅
「
萩
往
還
」
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
！

山
口
県
公
式
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

「
山
口
こ
だ
わ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
開
設
！

　

道
の
駅「
萩
往
還
」で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
が
開
設
さ
れ
、
日
本
海
の
豊
富
な
海

の
幸
と
こ
だ
わ
り
の
山
の
幸
を
お
取
り

寄
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

購
入
で
き
る
商
品
は
篠
原
充
・
駅
長

　

山
口
の
海
の
恵
み
、
山
の
恵
み
、
民

工
芸
品
な
ど
の
厳
選
さ
れ
た
逸
品
を
お

届
け
す
る
山
口
県
の
公
式
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
が
、
今
年
１
月

に
ネ
ッ
ト
通
販
大
手
の
楽
天
市
場
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
東
京
・
日
本
橋

の
山
口
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
お
い

で
ま
せ
山
口
館
」
の
人
気
商
品
や
こ
だ

わ
り
の
逸
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
山
里
の
幸
、

海
の
幸
、お
菓
子
・
ス
イ
ー
ツ
、調
味
料
・

飲
料
、
民
工
芸
品
、
詰
め
合
わ
せ
、
地

酒
の
７
項
目
で
、
40
事
業
者
が
手
が
け

る
１
７
０
商
品
を
紹
介
。
ふ
ぐ
の
刺
身

や
外
郎
、
瓦
そ
ば
な
ど
の
山
口
県
の
名

産
の
ほ
か
、
萩
焼
や
蒲
鉾
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ（
金

太
郎
の
オ
イ
ル
漬
け
）
な
ど
萩
の
特
産

品
も
並
び
ま
す
。
商
品
は
季
節
な
ど
に

応
じ
て
、
随
時
追
加
・
更
新
さ
れ
ま
す
。

自
ら
が
厳
選
し
た
萩
の
最
上
級
品
で
、

萩
往
還
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ
ン
酢
や
夏
み

か
ん
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
萩
往
還
プ
レ
ミ

ア
ム
ギ
フ
ト
、
駅
長
セ
レ
ク
ト
ご
は
ん

の
友
、
海
産
物
加
工
品
、
農
産
物
、
萩

の
地
ビ
ー
ル
、
夏
み
か
ん
加
工
品
、
ミ

ド
リ
ヤ
の
見
蘭
牛
加
工
品
な
ど
、
現
在
、

60
種
類
以
上
の
商
品
が
取
り
揃
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
は
道
の
駅

「
萩
往
還
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

（http://w
w

w
.hagioukan.com

/

）

接
続
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
往
還
」

（
０
８
３
８
・
２
２
・
９
８
８
９
）

玄関口でもある須佐駅前
に、復興の時を刻む意の
モニュメントとして、屋
外時計を設置しました。
　モニュメント時計は、
ソーラーパネル付電波時
計で、２月 17 日に完成
しました。東京須佐弥富
会の皆さんのご厚意に感
謝申し上げます。

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

スマートフォンや携帯用サイトもあり、
どこでも手軽に見ることができます

（http://www.rakuten.co.jp/oidemase
yamaguchikan/）。
■問い合わせ　おいでませ山口館

（03・３２３１・１８６３）

新
酒
の
季
節「
萩
の
地
酒
」

　

藩
政
期
（
１
６
６
５
年
）
に
は
萩
・

阿
武
郡
内
に
１
４
３
軒
の
酒
屋
が
あ

り
、
萩
の
酒
造
業
は
当
時
の
地
域
経

済
を
大
き
く
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
５
つ
の
造
り
酒

屋
が
あ
り
、
最
近
の
各
種
鑑
評
会
で

も
、
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

○岩崎酒造
（東田町）
「長陽福娘」

○岡崎酒造場
（川上）
「長門峡」

○澄川酒造場
（中小川）
「東洋美人」

○中村酒造
（椿東）
「宝船」

○八千代酒造
（吉部下）
「八千代」

■
山
口
県
新
酒
鑑
評
会
の
評
価

（
平
成
24
年
酒
造
年
度
）

○
吟
醸
酒
の
部
・
優
等
賞
＝
中
村
酒

造
、
岡
崎
酒
造
場
、
澄
川
酒
造
場

○
純
米
酒
の
部
・
優
等
賞
＝
中
村
酒

造
、
岩
崎
酒
造
、
岡
崎
酒
造
場
、
澄

川
酒
造
場

　

毎
年
、
新
酒
の
蔵
出
し
の
始
ま
る

時
期
に
合
わ
せ
て
、
萩
の
食
も
楽
し

め
る
「
萩
の
酒
ま
つ
り
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）。
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11月9日 ニューオータニイン（東京）

　５回目となる関東支部総会が、大崎駅近くのホテルで開催さ
れ、60 人が参加しました。10 月 26 日開催予定が台風のため
中止となった、東京指月会から三浦孝夫事務局長、前田信太郎
幹事長が参加。品川豊勝校長から、今春５期生が卒業し新商工
卒は９２４人、現在の生徒数は、工業系の「機械・土木科」、「電
気・建築科」、商業系の「総合ビジネス科」、「情報デザイン科」
の４学科体制で 466 人とあいさつがありました。

　
南
はえどまり

風泊漁港活魚センター（下関市）11月16日

つばき会下関支部・巴
は じ ょ う か い

城会合同同窓会つばき会関東支部

　43 人が出席。松村久つばき会下関支部長は、「今回は若い人
が多く参加して、活気があって嬉しい」とあいさつ。つばき会
九州支部との下関での合同開催を検討していることの報告もあ
りました。また、藤田薫巴城会（萩高卒）会長も「つばき会に
負けず、巴城会も最後の一人になるまで頑張りたい」とあいさ
つ。恒例のとらふくのコースを堪能しつつ、参加者は親睦を深
めました。事務局は原嘉昭さん（萩商業平成２年卒）。

11月11日～12日 長崎ホテル清風（長崎）

　古希の祝いを、この度は長崎県稲佐山の高台のホテルで素晴
らしい夜景を見ながら行いました。25 人の出席（男 12 人、女
13 人）で各地域から集まり、久しぶりの会話に花が咲き、２
次会では夜遅くまで話し合い、女性は朝近くまで会話したそう
です。２日目は長崎市内観光し、中華の店で昼食を取り、２
時半頃には別れの時が ･･･。次回は山口市で予定しております。
それまで、グッバイ。

地元幹事　児玉 勝利（萩市明木）

明木小中学校 昭和34年卒業同期会

田
中
文
彦
さ
ん
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

　

生い
く
の野

義
挙
１
５
０
年
式
典
（
11
月
23
日
、
兵
庫

県
）
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
後
、
生
野
小
学
校

の
劇
「
生
野
義
挙
」
は
南
八
郎
（
河
上
弥
一
郎
）

を
中
心
と
し
た
演
劇
で
し
た
。
萩
博
物
館
在
職
の

一
坂
太
郎
氏
「
奇
兵
隊
と
生
野
義
挙
」
の
講
演
で

幕
末
長
州
の
状
況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
萩
で
は
あ

ま
り
に
も
知
ら
な
い
人
が
多
数
で
す
。
河
上
弥
一

郎
（
朝あ

さ
ご来

市
で
は
南
八
郎
）
の
国
思
う
男
ら
し
い

生
き
方
を
故
郷
萩
で
も
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。
辞

世
の
句
「
議
論
よ
り
實
を
行
へ
な
ま
け
武
士　

国

の
大
事
を
余
所
に
見
る
バ
カ
」

吉
村
光
治
さ
ん
（
千
葉
県
習
志
野
市
）

　

こ
の
正
月
十
数
年
振
り
に
、
夏
の
帰
省
以
外
と

し
て
、
珍
し
く
帰
り
ま
し
た
。
母
の
作
っ
て
く
れ

「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

会

だ
員

よ
り

た
お
せ
ち
を
お
い
し
く

頂
き
ま
し
た
。
酢
橙
の

絵
は
、
萩
か
ら
の
宅
配

便
の
片
隅
に
入
れ
て
持

ち
帰
っ
た
も
の
で
す
。

岩
本
喜
代
子
さ
ん
（
岡
山
県
岡
山
市
）

　
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
妹
か
ら
弟
へ
と
リ
レ
ー

し
て
、
三
人
で
読
ん
で
い
ま
す
。
今
年
1
月
号

の
「
大
河
ド
ラ
マ
の
ヒ
ロ
イ
ン　

吉
田
松
陰
の
妹 

文
」
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。「
花

燃
ゆ
」
放
映
の
こ
と
は
昨
年
、
ラ
ジ
オ
で
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
萩
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

と
は
異
郷
に
住
む
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
す
。
来
年
の
放
映
が
今
か
ら
待
た
れ
ま
す
。

会員投稿
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■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

旧
田
万
川
町
小
川
出
身
者
の
関
東
地

区
同
郷
会
。

６
月
１
日（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
１
︲
６
︲
２

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０
・
９
６
７
３
・
２
２
９
６
）佐
伯

■
山
口
フ
ェ
ア

　

忠
小
兵
衛
の
か
ま
ぼ
こ
等
を
販
売
予

定
で
す
。

３
月
４
日
（
火
）
ま
で

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
１
︲

15
︲
１　

伊
勢
丹
浦
和
店

（
０
４
８
・
８
３
４
・
１
１
１
１
）

■
ふ
る
さ
と
の
食
、
に
っ
ぽ
ん
の
食　

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

岸
田
商
会
の
地
ビ
ー
ル
や
ポ
ン
酢
等
、

忠
小
兵
衛
の
か
ま
ぼ
こ
等
を
販
売
予
定
。

萩
大
志
館
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
予

定
。

３
月
８
日（
土
）、９
日（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

東
京
都
渋
谷
区
神
南
２
︲
２
︲
１　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
前
、
代
々
木
公
園

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
や
ま
ぐ
ち
の
蔵
元「
山
口
和
ら
ぎ
会
」

　

八
千
代
酒
造
（
吉
部
）
が
出
店
予
定
。

３
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

○
年
度
末
大
感
謝
セ
ー
ル

　

通
常
販
売
商
品
を
一
部
の
商
品
を
除

き
５
％
割
引
で
販
売
。

３
月
25
日
（
火
）
〜
27
日
（
木
）

○
萩
の
夏
み
か
ん
フ
ェ
ア

５
月
中
旬

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
野
坂
和
左 

作
陶
展

３
月
13
日
（
木
）
〜
22
日
（
土
）

東
京
都
文
京
区
本
郷
５
︲
28
︲
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
愚
怜

（
０
３
・
５
８
０
０
・
０
８
０
６
）

■
小
田
善
郎
展
（
油
絵
）

　

萩
出
身
の
洋
画
家
（
萩
高
22
期
、
昭

和
45
年
卒
）
の
個
展
。

３
月
19
日
（
水
）
〜
29
日
（
土
）

東
京
都
港
区
六
本
木
７
︲
６
︲
５　

六

本
木
栄
ビ
ル
３
階 

（
０
３
・
３
４
０
３
・
０
１
０
３
）

■
松
林
桂
月
展
「
没
後
50
年 

松
林
桂

月
〜
水
墨
を
極
め
、
画
中
に
詠
う
」

　

松
林
桂
月
は
、
萩
に
生
ま
れ
、
東
京

に
出
て
渡
辺
崋
山
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

野
口
幽
谷
に
師
事
。
山
口
県
立
美
術
館

の
30
年
ぶ
り
の
回
顧
展
が
巡
回
。

４
月
13
日
（
日
）
〜
６
月
８
日
（
日
）

東
京
都
練
馬
区
貫
井
１
︲
36
︲
16

練
馬
区
立
美
術
館

（
０
３
・
３
５
７
７
・
１
８
２
１
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

５
月
20
日
（
火
）
〜
26
日
（
月
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
１
︲
28
︲
１

西
武
池
袋
本
店　

（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
濱
中
史
朗
展 

さ
る
山
＠
金
沢

３
月
２
日
（
日
）
ま
で

石
川
県
金
沢
市
広
坂
１
︲
２
︲
20

モ
ノ
ト
ヒ
ト

（
０
７
６
・
２
５
５
・
０
０
８
６
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

３
月
28
日
（
金
）
〜
４
月
３
日
（
木
）

長
野
県
長
野
市
南
千
歳
１
︲
１
︲
１

な
が
の
東
急
百
貨
店

（
０
２
６
・
２
２
６
・
８
１
８
１
）

■
大
阪
指
月
会

　

関
西
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

４
月
13
日（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
北
区
芝
田
２
︲
４
︲
53

大
阪
弥
生
会
館

（
０
７
７
・
５
６
７
・
１
１
８
８
）
伊
藤

■
萩
商
工
商
業
科
昭
和
38
年
３
月
卒
業

生
同
窓
会

５
月
13
日
（
火
）
午
後
４
時
〜

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
丁
目

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

（
新
神
戸
駅
前
）

（
０
９
０
・
５
０
６
４
・
１
４
８
９
）横
山

■
金
子
司
展

３
月
５
日
（
水
）
ま
で

広
島
市
中
区
胡
町
６
︲
26

福
屋
八
丁
掘
店　

７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一

○
一　
（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
第
60
回 

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
渋
谷

英
一
、
玉
村
登
陽
、
野
坂
和
左
、
松
尾

優
子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
広
島
展　

３
月
16
日（
日
）
ま
で

広
島
市
中
区
上
幟
町
２
︲
22

広
島
県
立
美
術
館

（
０
８
２
・
２
２
１
・
６
２
４
６
）

■
そ
ご
う
広
島
店
開
店
40
周
年
記
念 

三
輪
和
彦
展

３
月
11
日
（
火
）
〜
17
日
（
月
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
襲
名
記
念 

十
三
世 

坂
高
麗
左
衛
門

展３
月
13
日
（
木
）
〜
19
日
（
水
）

島
根
県
松
江
市
朝
日
町
６
６
１

一
畑
百
貨
店　

５
階
美
術
サ
ロ
ン

（
０
８
５
２
・
５
５
・
２
５
０
０
）

■
西
村
不
可
止 

個
展

　

萩
市
紫
福
出
身
で
広
島
在
住
の
油
絵

画
家
・
西
村
不ふ

可か

止し

の
作
品
を
展
示
。

４
月
１
日
（
火
）
〜
７
月
31
日
（
木
）

広
島
県
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
勝
田

４
９
４
︲
７

八
千
代
の
丘
美
術
館
Ａ
棟

（
０
８
２
６
・
５
２
・
３
０
５
０
）

■
２
人
展

　

田
村
覚さ

と
し志
（T

A
Z

Z

）
の
線
描
画

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

関
東
地
区

４
月
１
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

愛
媛
県
松
山
市
道
後
湯
之
町
14
︲
26

道
後
の
町
屋

（
０
８
９
・
９
８
６
・
８
８
８
６
）

■
濱
中
史
朗 

個
展
（
陶
芸
）

４
月
12
日（
土
）〜
20
日（
日
）

福
岡
市
博
多
区
三
筑
２
︲
２
︲
31

と
ど
ろ
き
酒
店

（
０
９
２
・
５
７
１
・
６
３
０
４
）

　

田
村
覚さ

と
し志

（T
A

Z
Z

）
の
線
描
画

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

３
月
７
日（
金
）、
８
日（
土
）

防
府
市
上
天
神
町
６
︲
17　

空
間
茶
天

（
０
８
３
５
・
２
２
・
０
０
７
３
）

■
小
田
善
郎
展
（
油
絵
）

３
月
13
日
（
木
）
〜
23
日
（
日
）

山
口
市
中
央
１
︲
５
︲
14

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ナ
カ
ノ

（
０
８
３
・
９
２
４
・
６
６
４
８
）

■
器
と
絵
画
の
二
人
展

　

内
村
幹
雄
と
蔵
貫
信
の
作
品
の
展
示

４
月
８
日
（
火
）
〜
20
日
（
日
）

美
祢
市
大
嶺
町
西
分
７
９
６
︲
１

ギ
ャ
ル
リ
と
り
の
子

（
０
８
３
７
・
５
４
・
０
０
０
２
）

■
岡
田
裕
・
泰 

父
子
展

４
月
９
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

山
口
井
筒
屋　

５
階
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

中
部
地
区

中
国
地
区

九
州
地
区

山
口
県
関
係

S
honandai M

Y
 G

allery

■
グ
ル
ー
プ
展
「D

écor in 

空
間
茶

天
」

四
国
地
区
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小
田
雅
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

大
草
康
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
小
平
市
）

水
津
守
生
さ
ん　
　
（
京
都
府
向
日
市
）

橋
村
妙
子
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）

片
山
晶
子
さ
ん　
　
（
山
陽
小
野
田
市
）

竹
本
良
夫
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

富
山
み
ち
よ
さ
ん　
（
奈
良
県
奈
良
市
）

高
野
清
見
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

西
村
浩
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
阿
武
町
）

中
村
健
一
さ
ん　
　
（
東
京
都
渋
谷
区
）

桶
谷
知
弘
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
早
苗
さ
ん　
　
（
福
岡
県
古
賀
市
）

田
村
キ
ヨ
子
さ
ん　
　
　
　
（
長
門
市
）

林
智
惠
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
岩
国
市
）

中
野
信
子
さ
ん　
　
（
福
岡
県
遠
賀
町
）

金
子
興
一
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

上
村
康
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
井
保
美
さ
ん　
　
　
　
　
（
美
祢
市
）

中
川
操
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

倉
重
洋
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

（
12
月
25
日
〜
２
月
24
日　

20
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
躍
動
展

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
を
展
示
。

４
月
17
日（
木
）〜
22（
火
）

長
門
市
東
深
川
８
０
３
︲
８
ウ
ェ
ー
ブ

（
０
８
３
７
・
２
２
・
１
１
５
５
）

５
月
８
日
（
木
）
〜
11
日
（
日
）

宇
部
市
朝
日
町
８
︲
１

宇
部
市
文
化
会
館

（
０
８
３
６
・
３
１
・
７
３
７
３
）

■
大
浮
世
絵
展

　

江
戸
東
京
博
物
館
、
名
古
屋
市
博
物

館
で
も
開
催
さ
れ
た
浮
世
絵
展
。
浮
世

絵
の
傑
作
、
大
集
合
。
あ
な
た
の
見
た

い
浮
世
絵
に
出
会
え
ま
す
。

５
月
16
日
（
金
）
〜
７
月
13
日
（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１

山
口
県
立
美
術
館

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
精
鋭
作
家
８
人
展

　

岡
田
泰
、
野
坂
和
左
、
船
崎
透
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
28
日
（
水
）
〜
６
月
２
日
（
月
）

宇
部
市
常
磐
町
１
︲
６
︲
30

宇
部
井
筒
屋 

４
階
催
場

（
０
８
３
６
・
３
５
・
８
１
０
０
）

■
萩
の
酒
ま
つ
り

３
月
23
日（
日
）
午
後
５
時
〜
８
時

萩
本
陣

▽
参
加
蔵
元　

岩
崎
酒
造
、
岡
崎
酒
造

場
、
澄
川
酒
造
場
、
中
村
酒
造
、
八
千

代
酒
造
造

▽
参
加
料　

男
性
６
０
０
０
円
、
女
性

５
０
０
０
円

▽
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

（
問
）
萩
市
商
工
課
内
萩
の
酒
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６

３
８
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ゲ
ス
ト
に
美
祢
市
出
身
の
権
上
康
志

（
ベ
ー
ス
）
を
迎
え
た
、
２
年
年
ぶ
り

と
な
る
近
藤
大
地
（
ピ
ア
ノ
）
の
ソ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
。

４
月
19
日（
土
）
午
後
７
時
〜

料
金　

３
５
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

５
月
１
日（
木
）〜
５
日（
月
・
祝
）

萩
市
椿
９
０
５

大
屋
窯（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
コ
ン
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

２
０
１
４

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
の
第
一
人

者
、
ベ
ニ
ー
・
グ
リ
ー
ン
（
ピ
ア
ノ
）、

日
本
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
、
五
十
嵐
明

要
、
杉
原
淳
、
原
田
忠
幸
（
サ
ッ
ク
ス
）、

日
本
屈
指
の
ジ
ャ
ズ
・
ボ
ー
カ
ル
グ

ル
ー
プ
、
ブ
リ
ー
ズ
が
登
場
。

５
月
25
日（
日
）
午
後
６
時
〜

全
席
指
定
６
０
０
円
（
５
０
０
席
）

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
８
・
２
・
２
０
４
４
）

■
Ｔ
Ｂ
Ｓ
×
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
共
同
制
作

ド
ラ
マ 
木
曜
ド
ラ
マ
劇
場
「M

O
ZU

 
S

eason1

〜
百
舌
の
叫
ぶ
夜
〜
」

　

伝
説
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
「
百

舌
」
シ
リ
ー
ズ
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
。
萩
市
出
身
の
俳
優
、
松
本
実
さ
ん

が
出
演
。

４
月
ス
タ
ー
ト
、
午
後
９
時
〜
10
時

T
Ｂ
Ｓ
系
列
（
全
国
）

■
Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
Ｄ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

２
０
１
４
」

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｃ
Ｍ

で
萩
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
萩
駅
、
菊
屋

横
町
、
藍
場
川
、
堀
内
鍵
曲
で
ロ
ケ
。

仲
間
由
紀
恵
さ
ん
が
出
演
。

３
月
〜
放
送

放
送
地
域　

関
東
、
関
西
ほ
か

■
山
口
県
ゆ
か
り
の
お
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク 

第
３
弾

　

山
口
県
東
京
事
務
所
が
、
首
都
圏
に

あ
る
「
山
口
県
出
身
者
が
オ
ー
ナ
ー
の

店
」
や
「
山
口
県
野
食
材
を
扱
っ
て
い

る
店
」
な
ど
を
紹
介
す
る
「
山
口
県
ゆ

か
り
の
お
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
第
３

弾
を
発
行
し
ま
し
た
（
無
料
配
布
）。

　

今
回
掲
載
は
１
１
４
店
舗
で
、
27
店

舗
が
新
規
の
掲
載
で
す
。

▽
主
な
配
付
場
所　

お
い
で
ま
せ
山
口

館
、
都
道
府
県
会
館
、
山
口
宇
部
空
港
、

岩
国
錦
帯
橋
空
港
、
新
山
口
駅
な
ど

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

①
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
提
供
「
萩
・
醤
油
屋

コ
ラ
ボ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
３
名
様
。

②
タ
ケ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・
ハ
ギ
提
供
「
ペ

ン
ト
レ
イ
」
を
２
名
様

③
萩
・
幕
末
維
新
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト

（
問
題
集
）
を
３
名
様
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
３
月
20
日（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

萩
市
関
係

○daichi kondo at the piano

阿
武
町
関
係

テ
レ
ビ
情
報

A6版118ページ
無料配布

出
版
情
報

　

萩
産
の
竹
を
用
い
て
、
曲
げ
の
形
状

を
生
か
し
た
北
欧
風
の
家
具
な
ど
を
作

り
、
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
る

T
A

K
E

 create H
agi

（
タ
ケ
・
ク
リ

エ
イ
ト
・
ハ
ギ
、刀
禰
勇 

代
表
取
締
役
）

の
竹
製
家
具
商
品
や
小
物
イ
ン
テ
リ
ア

商
品
等
は
、
次
の
店
舗
で
常
設
展
示
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町

大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
大
丸　

イ
ン
テ
リ

ア
館
「
ミ
ュ
ゼ
エ
ー
ル
」

　
　
　
（
０
７
８
・
８
４
６
・
５
０
１
７
）

▽
広
島
県
広
島
市
中
区
基
町　

Hagi Bamboo Stool
イタリア製牛本革シート
■問い合わせ
TAKE create Hagi
（0838・22・0058）

そ
ご
う
広
島
店　

新
館
９
階
イ
ン
テ
リ

ア
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
（
０
８
２
・
５
１
２
・
７
６
９
１
）

◆
ハ
ギ
・
バ
ン
ブ
ー
・
ス
ツ
ー
ル

　

世
界
的
に
著
名
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
喜
多
俊
之
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
ハ
ギ
・
バ
ン
ブ
ー
・
ス
ツ
ー
ル
」

は
全
国
16
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

タ
ケ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・
ハ
ギ
の
常
設
展
示
・
販
売
店
舗
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☎０８３８・２５・６４４７
萩博物館だより

萩・長門峡観光遊覧船

萩往還梅林園まつり
　幕末の豪商・梅屋七兵衛が「羅

ら ふ て い

浮亭」と
いう茶室と梅林を椿地区の涙松跡付近に構
えていたことにちなみ整備され、約 300 本
の紅梅、白梅、しだれ梅の花と香りが楽し
めます。期間中の土・日曜日は、お茶席、尺八・
琴の演奏、蒸気まんじゅうなどを販売。

　阿武湖（阿武川ダム湖）の湖面から壮大
な自然を眺めることができます。11 月末
まで運行し、新緑や紅葉など、四季折々に
変化するダム湖の自然景観を楽しめます。
・佐々 連コース（約50分）・重塀岩コース（約90分）

☎０８３８・２４・２４００

〜

〜
3

４

16

12

萩八景遊覧船
　萩の自然や歴史的景観を水辺から楽しむ
ことができます。11 月末まで運航し、堀
内伝建地区や平安古伝建地区の武家屋敷を
川から眺める 40 分の往復ルート。天気の
良い日には、指月山や菊ヶ浜を海から眺め
るコースの延長、桜の開花時期には 20 分
長めの「桜鑑賞コース」を運行。

〜３
１

山口県立萩美術館・浦上記念館だより

〜3月31日（月）
◇萩まちじゅう味めぐり・
　 萩温泉郷湯めぐりキャンペーンン
〜4月3日（木）
◇萩城下の古き雛たち
〜3月30日（日）10:00～16：00
◇萩・椿まつり
3月1日（日）〜11月30日（土）9:00～16：00
◇萩八景遊覧船の運航
3月1日（土） 〜16日（日）の土・日曜日10:00～
◇萩往還梅林園まつり
3月2日（日） 10:00～
◇萩・しろ魚まつり
3月9日（日） 10:00～
◇萩の真ふぐまつり
3月22日（日） 9:00～
◇萩往還ワンデーウオーク 2014
４月12日（土）〜11月30日（日）9:00～15：00
◇萩・長門峡観光遊覧船の運航

5月1日（木）〜5日（月・祝）9:00～17：30
◇萩焼まつり
5月3日（土・祝）〜5月4日（日・祝）10:00～15：00
◇萩・大茶会

旧久保田家住宅ほか

笠山椿群生林

山口県漁協萩地方卸売市場
道の駅「萩しーまーと」

萩市観光協会　☎0838・25・1750

ントカレンダ−べイ

萩往還

市内各所

山口県漁協萩地方卸売市場
道の駅「萩しーまーと」

萩市民体育館

萩城跡指月公園ほか

萩城跡横指月橋

川上明神島運動公園横

萩往還梅林園

　１９６０年代に民俗学者・宮本常
つ ね い ち

一が撮影した萩六島の
写真や写真家の角川政

ま さ じ
治が撮影した阿武川ダム水没地域の

写真など、勤勉に、懸命に、そして心豊かに生きてきたで
あろう「ふるさと」の暮らしを浮き彫りにします。
■観覧料　大人 500 円、高校・大学生 300 円、小・中
学生 100 円
◎年中無休　

山田顕義と近代日本
４月19日（土）
〜６月22日（日）

ふるさとの島・ふるさとの山河
４月６日（日）まで

　日本工芸会山口支部会員の、陶芸、赤間硯、金工、漆芸
の４部門の新作・力作を展示します。
■観覧料　一般 300 円、18 歳以下・70 歳以上無料

　「昭和の広重」とも称えられた
木版画家・川瀬巴水の巡回展です。
○普通展示（収蔵品展示）
▽浮世絵　明治の役者絵（〜３月
９日）、月岡芳年 風俗三十二相（３
月11日〜４月13日）

山口伝統工芸展

川
かわせ

瀬巴
はす い

水展
ー郷愁の日本風景

４月10日（木）〜20日（日）

４月26日（土）〜６月８日（日）

　生誕 170 年を記念し、山
田顕義を通じて萩ゆかりの人
物が近代国家形成の明治日本
に果たした役割を紹介します。
協力／日本大学広報部

▽東洋陶磁　緑釉陶器の歴史（〜５月18日）
▽陶芸　〈龍神伝説〉の世界（〜４月13日）、オブジェー陶造
形の潜勢力Ⅱ（〜６月22日）

生誕
１３０年

萩・椿まつり
　笠山虎ヶ崎の約 10ha の敷地に自生す
る約 25,000 本のヤブ椿が、可憐な花を
咲かせ、色鮮やかに咲き乱れ、見る者を魅
了します。期間中の土・日曜日、祝日には、
萩椿小町の会場案内や椿見どころ案内によ
る無料ガイド、ワンコインフォトサービス

（100円）などがあります。

〜３30

2013フォトコンテスト入選
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